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 要 旨   
目的： 
中国においてアルコールと肥満による血清肝酵素レベルへの影響に関するコホート研

究。 
方法： 

1999 年からの疫学調査でランダムに選ばれた 500 人の肝酵素正常者で、2006 年に再調

査を受けた人（461 人）を対象者とした。 
結果： 
ロジスティック回帰分析によって、日常的 40 g 以上の飲酒、10 年以上の飲酒歴および肥

満が、肝酵素レベル異常と密接に関連していた。相対リスク（95 ％信頼区間)はそれぞれ、

2.014 (1.108-3.662）、2. 085 (1.106-3.928）および 1. 775 （1.140-2. 819) 、(すべて P＜
0. 05)。日常的 40 g 以上の飲酒かつ肥満グループまたは 10 年以上の飲酒歴かつ肥満グルー

プは 7 年間肝酵素レベル異常の累積発生率が最も高く、それぞれ 51.47 と 47. 12 ％であっ

た。日常的飲酒量や飲酒期間と肝酵素レベル異常との間に有意な用量反応関係は認めなか

った。 
結論： 
飲酒かつ肥満が誘発する肝傷害リスクは単独で誘発する肝障害リスクよりずっと大き

い。飲酒におけるある域値が用量反応より肝酵素レベルに与える影響が大きいかも知れな

い。 

 




